
地

･
球

節
九
怨

解
式
班

雪

ぎ

温
度
の
奨
北
に
困
る
黒
雲
母
の
屈
折
率
及

光
軸
角
の
奨
其
即

製

fJa
肘
願
誓
ア

ノ
､マ
イ

J

沖昔

浄

倣

砧

木

文

革

桑
に
余
等
は
普
抱
角
閃
石
の
加
熱

によ
る
光
畢
性
質
の
担
化
を
研
究
し
'
約
七
百
五
十
度
に
於
で
其
屈
折
率
は
急

増
し
.
消
光
角
は
急
減
す
る
を
知
れ
ril
｡
此
の
温
度
に
於
け
る
塵
化
は
其
光
学
性
以
外
の
性
質
に
も
審
む
る
を
得
る

菅

P
即
ち
容
積
だ
重
曹

は
亦
此
の
温
度
に
て
急
率
す
(糾
謎

禦

鯛
相
識

骨
)

｡

上
越
の
如
き
普
穐
角
閃
石
を
七
百
五
十
度
に
加
熱
し
て
麺
化
せ
し
め
た
る
角
閃
石
の
性
質
は
征
衣
普
人
の
玄
武
岩

的
角
閃
石
(b
asaltic
hornbtend
e)
だ
挿
し
'
中
性
及
び
基
性
の
火
成
岩
中
に
座
せ
る
者
だ

1
致
す
る
鮎
多
き
を
以
て

天
然
に
産
す
る
玄
武
岩
的
角
閃
石
も
普
通
角
閃
石
の
再
加
熱
に
よ
-
て
形
成
せ
ら
る
～
場
各
あ
る
は
勿
翰
な
る
の
み

L･{
ら
す
､
又
前
者
は
後
者
の
高
批
鼻
飴
(h
igh
tem
p
er叩ture
m
.d
ificatio

n)には
あ
ら
ざ
る
な
き
や
ビ
考
察
す
る
に

至
れ

り
｡

県
聾
母
は
火
成
岩
中
に
角
閃
石

ビ共
に
存
在
す
る
場
倉
多
-
'
岩
石
畢
発
達
の
初
期
よ

-
Intratetiu
riS
m
in
t.-ra貯

ビ

離
し
て
非
.i
成
因
上
あ
る
種
の

封
照
す
べ
き
鮎
あ
る
密
漁
想
せ
-
｡
又
他
の
造
岩
有
色
碗
物
に
此
し
て
､
其
化
撃



悶
悶悶悶約m悶Mm相関相川相川um

成
分
の
複
難
に
し
て
易
据
･敬
成
分
畝
含
有
す
る
鮎
に
於
t･'も
相
類
似
す
0

叉
火
山
山万
の
誹
仰
片
中
に
屡
々
怨
む
る
所
謂

岩
薬
の
融
蝕
現
象
(m
ag
m
atic
r
es.rp
ti.n
)-
両
者
相
酷
似
す
｡
此
に
加
ふ
る
に
､
角
閃
石
に
玄
武
岩
的
角
閃
石
ビ

栴
す
る
も
多
年
分
根
上
に
困
難
を
減
じ
た
る
感
激
あ
る
に
勤

し
'

黒
雲
母
に
も
亦
普
通
の
韻
雲
母
(m
erox
ene
t
yb
e
)

に
勤
し
ァ
ノ
マ
イ
ト
式
雲
母
(an
om
ite
ty
p
e
)
の
如
き
種
麹
あ

ゎ
て
､
褐
色
角
閃
石
属
と
弟
婁
母
属
官
の
問
に
其
性

質
上
欄
此
放
し
得
る
何
等
か
の
相
似
鮎
を
有
す
る
に
非

ざ
る
か
を
想
は
し
む
｡

上
述
の
如
き
概
念
に
支
配
せ
ら
れ
て
余
等
は
角
閃
石
が
七
首
五
十
度
に
於
で
急
激
に
其
性
質
を
担
化
す
る
を
敬
見

せ
し
噂
､
此
れ
だ
叛
似
の
現
象
が
叉
黒
雲
母
に
存
在
す

べ
き
密
漁
想
せ
り
｡
且
つ
ア
ノ
マ
イ
ト
の
普
通
鼎
事
母
に
封

す
る
囲
係
は
'
普
通
角
閃
石
が
玄
武
岩
的
角
閃
石
もこ
封
す
る
鋼
係

だ同
塵
に
非
ざ
る
や
ビ
想
像
せ
-
｡
此
等
の
像
憩

の
下
に
以
下
詑
す
る
が
加
計
簡
膿
を
行

へ
-
｡
賓
瀞
の
結
果
だ
像
憩
だ
は
金
-

一
致
せ
-
皇
7三

を
得
ざ
る
も
.
或

温
度

謂

詣

如
絹
｡ガlt
那
別
削
韻

な
)
よ
-
以
上
の
加
熱
に
よ
-
屈
折
率
の
激
槍
す
渇
有
戚
等
は
漁
期
三

致
せ
る
所
な

･L
｡
然
れ
ど
も
ア
ノ
マ
イ
ト
の
曹
抱
貧
富
母
に
封
す
る
開
係
は
､
普
通
角
閃
石
の
玄
武
岩
的
角
閃
石
に
封
す
る
が
如

-
箇
軍
な
ら
ざ
る
な
り
0

賓
験
の
方
法
及
び
貴
職
の
資
料

賓
塵
の
方
法
だ
し
て
'
加
熱
は
角
閃
石
の
場
各
ビ
同
蔵
に
'
酸
化
作
用
を
防
が
ん
が
為
め
に
窒
素
克
期
中
に
於
て

行

へ
.わ
｡
而
し
て
も
所
要
の
脱
皮
に

1
時
間
づ
～
保
ち
'
之
れ
を
冷
却
し
て
'
屈
折
率
及
び
光
軸
角
を
測
定
せ
わ
｡

屈
折
率
の
測
定
は
淀
液
法
に
よ
り
.
光
軸
角
は
揖
政
鏡
を
用
ひ
ラ
ヤ
ー
定
数
を
使
用
し
て
算
出
せ
ち
O

眼
底
の
挺
他
に
回
る
期

.%T.g母
の
摘
新
卒
及
北
軸
角
の
縫
北

塁

l

〓



地

球

･節
九
傘

第
五
舵

量

1

T
二

浸
魔
法
に
よ
る
韻
書
僧
の
屈
折
率
切
測
定
は
資
勝
者
の
骨
に
総
膳
せ
7-l
る
ゝ

が
如
-
､
他
の
無
色
透
明
な
る
僻
物

凄
測
定
す
る
場
合

ビ
は
異
な
ゎ
､
精
髄
な
る
値
を
稗
る
鳩
灘
難
罵
り
｡
故
に
屈
折
率
よ
り
光
軸
角
を
貸
出
し
､.･或
は

光
軸
角
三

1
つ
の
屈
折
率
1J
よ
-
他
の

一
つ
の
屈
折
率
を
算
出
す
る
む
必
L
TO
湖
足
な
yQ
結
基
を
神
る
瀧
は
ざ
る
な

.り

〇

♪

本
賓
廟
に
使
用
せ
る
黒
雲
峰
の
種
類
及
び
産
地
は
左
の
如
し
.

二

三
瓶
火
山
産
掩
次
色
熔
岩
中
の
普
通
韻
宴
母
〕

二
､
三
瓶
火
山
産
淡
紅
色
熔
岩
中
の
ア
ノ
マ
イ
ト
式
雲
母
.

三
､
六
連
島
床
玄
武
岩
中
の
ア
ノ
マ
イ
ト
式
宴
母
｡

四
､
岩
手
煤
北
山
形
郡
枇
杷
産

G

ran
tod
i.
r
it
e

中
の
雲
母
｡

五
七
岩
手
順
二
声
部
鳥
越
塵

K
en
taH
en
ite
中
の
雲
母
｡

六
､
加
奈
陀

M
t･R
oy
al
産

E
sseX
ite
中
の
雲
母
｡

雪

両
島
牒
石
川
町
屋

P
eg
m
atite
中
の
黒
雲
母
｡

八
七
蘭
島
輝
石
州
都
大
森
田
鹿
蛭
石
｡

本
論
文
は
加
熱
に
よ
る
農
雲
母
の
F光
撃
性
嚢
の
憂
化
の
大
要
を
遇
ぶ
る
を
目
的
だ
す
る
を
以
て
p
上
記
諸
産
地
の

.

貴
賓
灘
に
就
き
て
行

へ
る
組
で
の
資
源
の
結
果
を
絶
域
す
る
煩
を
避
け
.
童
ビ
し

て
三
瓶
火
山
熔
岩
中
の
普
通
轟
若

付
(m
erox
ene
t
yp
e
〕
及
び
ア
ノ
7,
イ
ト
洗
賓
櫛
に
就
き
て
左
に
.詑
越
せ
ん
ど
す
｡



三

瓶

火

山

の

熔

岩

粗
宴
､
石
見
の
雨
間
に
跨
が
-
p
其
囲
頃
に
時
宜
す
る
三
瓶
火
山
は
､
所
謂
大
山
火
山
膿
中
の
T
秀
峰
に
し
て
.

石
英
を
他
の
槻
物
だ
共
に
弥
晶
中
に
有
す
る
雲
母
角
閃
石
安
山
岩
よ
り
構
成
せ
ら
る
｡
聾
者
の

一
人

(S
･K
･)
は
地
層

調
査
所
在
職
中
明
治
四
十
二
年
八
月
の
交
本
火
山
の
山
頂
ビ
火
口
内
を
究
む
る
の
機
を
得
た
る
も
'
僅
か
に

l
H
を

其
観
察
に
費
せ
る
の
み
な
れ
ば
.
火
山
の
構
造
､
岩
石
の
種
粗
等
精
細
に
条
Q
.を
得
ざ
わ
き
'
戯
れ
で
も
本
火
山
を

構
成
す
る
熔
岩
に
外
観
上
位
別
し
得
ら
る
～
二
種
あ
る
は
容
易
に
者
目
せ
ら
る
～
革
質
に
し
て
､
其

3
種
は
淡
灰
色

の
峯
母
角
閃
石
安
山
岩
に
し
て
'
他
の

1
種
は
淡
紅
褐
色
の
雲
母
角
閃
石
安
山
岩
な
り
｡

今
回
研
究
の
資
料
}J
な
ゎ
た
る
者
は
常
時
筆
者
の
採
集
せ
る
前
記
の
二
様
な
り
｡
叉
三
瓶
火
山
熔
岩
の
化
嬰
成
分

だし
て
涌
宮
班
撃
士
が
地
質
隼
雄
里

謡

鍔

珊
)に
記
戟
せ
る
者
は
､
余

(S

･TL･)の
此
の
時
採
集
せ
る
淡
紅
褐
色
岩

石
を
皆
時
地
質
調
査
所
々
員
た
り
し
杉
浦
鋼
三
工
学
博
士
の
分
析
せ
る
結
果
な
ら
0

岩
石
の
櫨
質
｡
岩
石
の
外
観
は
両
種
共
に
只
其
色
に
於
て
異
な
る
の
み
に
し
て
'
一
乃
至
革
ミ
･
1
の
石
英
及
び
長

石
の
斑
晶
｣

乃
至
五
ミ
｡
メ
の
直
種
を
有
す
る
鍛
雲
母
又
暴
々
同
じ
長
さ
の
角
閃
石
の
斑
晶
等
は
淡
次
懲
戒
は
煉
瓦

赤
色
の
石
基
中
に
散
在
し
.
岩
石
は
其
嚢
胞
L
｡
本
岩
を
構
成
す
る
碩
物
の
稽
粒
ビ
其
諸
性
質
ビ
を

｢
見
し
て
了
解

し
易
か
ら
し
め
ん
痛
め
に
畢
ボ
す
れ
ば
第

1
衆
に
見
る
が
如
し
｡

第

1
表
に
見
る
が
如
上

灰
色
の
岩
石
ビ
紅
色
の
者
･,Jは
其
焼
物
成
分
に
於
で
角
閃
石
だ
黒
雲
母
ビ
由
種
板
を
典

に
す
る
の
み
に
で
､
他
の
成
分
に
は
差
異
を
説
む
る
を
串
や
｡
特
に
誠
に
注
意
を
悲
-
温
覚
は
.
紅
色
岩
石
に
玄
武

浪
･2g
の
担
北
に
阿
る
湘

…

袈
母
の
桶
野
継
及
允
榊
竹
の
妙
化

等

'.

叫
三



第 表

三 瓶 熔 岩 造 岩 椀 物 の 諸 性 質

淡 炎 色 岩 郷 淡 紅 色 岩 雄

班晶 斜 凝 石 坪状構迫を農するもの多し 帯状粘造7&邑するもめ多し

(アシデジy)lrJ 閃 石熊 笹 偲石 英-農 芸 芸:喜喜AA享4405(1649-1.558) ‡gTi:1g芸 憲 夏ご441.5557〕

1(1.547-1.555) (1.546-1.555〕

破瑞賢包客物fJP多蕊に有す 政柄質包議物も多丑に布す .
る ものあ り. る ものあ り

昔流角閃石 玄武岩的角閃石

(110)上に放てyllJかれる何軒 (110)上に放てUll]かれる凧'W.
嘩 車

儒 逓 ==11二668755 ほ 尖笠≡壬:;.9写

･C∧Z′=11○ Ĉ Z′=ca.0ー

(Ⅹ=状純色多色'IJJ-:ilz'≡描 諾篭 多可 誉=:=藍 色

メロキシ ソ式雲母 アノマイ ト式雲母

Y=1655 7=1.703

斜長石 と同大に して約同塵 斜長石 と同大に して的同塵
7kJ存 す. 和布す.

斜 長 石 Ab60An40 Ab60An40 ▲

石 (アyデ汐y) (1.547-1.554) (1.546.-1.555〕
1 角 閃 石 I,)lFf.池 角閃石及び去1g-麿母の微 玄武倉的角閃石及UIアノマ

･及 鼎 .襲 伸 風み少量に存す. イ ト故畳め少量&,存す.

石 英 後粒状もなす. 倣粒状7k.なす

勝 次 . 石 紫色煉私有 し.卿館に大な 紫色峰私有L.和深に犬II

基 .る飴品あ り. る柑晶あ り..

終
丸
谷
解
五
鵬

喜
田

丁
四



岩
的
角
的
石
ピ
ア
ノ
マ
イ
-
式
宰
母
だ
を

含

み
ー
後
輩
に
避
亙

る
が
如
-
1
此
両
者

は
常
温
角
閃
石
だ
骨
油
韻
事
灘

の
再
加
熱
に
て
形
成
せ
ら
る
ゝ
疎
物
ビ
見
撤

す
む
得
叉
其
母
岩

の
煉
克
赤
色
も
滞
加

熱
に
て
生
す
る
を
知
ら
ば
､
庇

の
種
の
岩
石
の
成
因
に
就
き
て
瓜
ひ
草
に
過
ぐ
る
者
あ
ら
ん
｡

第 二 表

SiO〕-･･165.59

Al204･i-･･･17.24

Fe203-- 3.43
Fe0 - - 0.58

Mg0-- 1.27

CaO ･ ･･- 3.57

K20 - - 1.78

Na20-- 4.72

H20 ･･･- 0.54

Ti02 0.51

P205 -- 044
S ……0ユO

MnO･-- 030
100.07

淡
紅
色
雲
母
角
閃
石
安
山
岩
を
杉
浦
工
撃
博
士
が
地
質
調
査

朗
在
職
中
に
分
析
せ
る
結
果
は
第
二
表
に
見
る
が
如
し
｡

紡 三 乗

.Blot:te Anomite

Temp,in○C. 辛2E T 2E.* T

20 38.4. 1.6551.656 41.7○ 1.703

200 38.4 41.7 ･1.703

400 38.4 41.7 1.702

500 38.4 1.668 41..7 1.703

600 41.7 1.679 41.7 1.703

700 .45.1 1.687 41.7 1.702

800 48.5 1.694 41.7 1.702

900 48.5 1.700 41.7 .1.703

1000 48.5 1.703 41.7 1.703

せ2EL‡同一結晶)Tの同一部分に就きて mfJ定 せ り

黒
雲
母
の
加
熱
に
よ
る
屈
折
率

及
び
光
軸
角
の
轡
化

.

前
節
に
記
逃
せ
る
安
山
岩
申
よ
-
黒
雲
母
を
摘
出

し
て
､
常
温
に
於
け
る
屈
折
率
'･
光
軸
角
及
び
光
準

位
を
測
定
せ
る
に
淡
紅
色
岩
中
の
も
の
は
ア
ノ
ヤ
イ

ト
式
に
し
て
.
淡
灰
色
安
山
岩
中
の
も
の
は
普
通
黒

雲
母
に
屠
す
る
は
第

l
表
に
見
る
が
如
し
O

此
等
二
種
の
雲
母
を
窒
素
未
申
に
て

一
時
間
づ
ゝ

所
要
の
脱
皮
に
熟
し
'
其
屈
折
率
及
光
軸
角
を
測
定

せ
る
結
束
は
窮
三
乗
に
示
す
が
如
-
､
之
を
図
示
す
れ
ば
第

一
岡
に
見
る
が
如
し
｡
但
し
光
軸
角
の
倍
は
結
晶
に
よ

強
度
の
鱒
他
に
因
る
即
…敦
呼
の
榊
打
率
及
光
軸
角
の
礎
化

書
誌

叫
五



地

政

癖
九
番

解
式
雄

三山
ハ

〓
ハ

-
て
著
し
-
異
な
る
者
あ
る
の
み
な
ら
ず
'
同

t
の
結
晶
に
て
-
部
分
的
に
共
催
を
異
に
L
p
測
定
し
て
符
た
る
屈
折

率
の
値
ビ
何
れ
の
光
軸
角
の
値
YJ
が
相
常
す
る
や
は
判
定
す
る
に
頗
る
困
難
だ

-
.
政

に
第
三
衷
及
び
第

一
閲
に
示

す
薯
も
光
軸
角
ビ
屈
折
率
.1J
が
毅
然
同

一
部
分
に
て
測
定
し
村
た
る
者
.TJ
な
す
を
待

ざ
る
を
似
て
､
此
の
結
果
を
以

て
余
等
は
光
塵
上
の
細
論
に
立
入
る
を
科
す
｡
然
れ
ど
も
ア
ノ
マ
イ
ト
式
雲
母
は
酸
化
作
用
を
防
ぎ
て
千
度
迄
の
加

熱
に
よ
-
で
は
基
層
都
率
も
光
軸
角
も
慶
化
せ
す
.
且
っ
共
催
は
普
通
誤
雲
雌
の
低
温
の
者
に
此
し
て
温
か
に
太
な

O
｡
此
れ
に
反
し
て
普
通
の
黒
雲
母
は
四
百
度
よ
り
四
百
五
十
度
の
間
よ

･il急
に
担
促
し
て
其
低
を
樹
大
L
t
屈
折

【33)
UldNy
lY7考
Orト九〇

朗

岨

u

u

5

日
tOO 400 6pO dOCI l00q

TEMPEf?ATUREINlC.

率
は
千
度
に
於
て
ア
ノ
マ
イ
ト
の
其
れ
だ
馨
々
l
致
す
｡

要
す
る
に
普
通
黒
雲
母
は
加
熱
に
よ
-
て
ア
ノ
マ
イ
ト
の

光
聾
性
質
に
接
近
す
ぎ
考
ふ
る
を
得
べ
し
｡
奴
…れ
で
も
党

準
位
は
担
化
せ
ず
し
て
､
獅
原
位
に
止
ま
れ
勺
｡
普
通
鴇

雲
母
の
ア
ノ
マ
イ
J･式
雲
母
に
封
す
る
関
係
は
普
通
角
閃

石
の
玄
武
岩
的
角
閃
石
に
封
す
る
が
如
-
､
簡
単
な
る
加

熱
寛
厳
の
み
を
以
七
訣
別
し
得
ら
れ
.Jru
る
も
'
余
等
の
饗

倣
･fJ
自
然
堺
に
産
す
る
母
岩
の
相
互
観
係
等
よ
り
推
察
す

る
に
､
普
通
黒
雲
母
ピ
ア
ノ
マ
イ
ト
ビ
は
上
記
角
閃
石
の

場
令
の
如
-
'
共
成
園
的
差
典
を
､

主
ビ
し
て
温
度
の
影
響
に
鋸
す

べ
き
は
'
現
時
の
知
識
の
･範
囲
内
に
於
て
は
､

寅
督
な
-
ビ
断
せ
ざ
る
ペ
か
ら
や
0



淡
紅
色
を
帝
ぶ
る
薗
#母
角
閃
石
安
山
岩
の
産
地

淡
紅
色
を
珊
ぶ
る
要
職
角
閃
石
安
山
岩
(a
n.m
ite･baslltic
hornblende
andesite
)
の
底
地
に
就
き
て
は
余
等
は

未
だ
充
分
調
査
を
な
す
機
を
得
ざ

れ
ぎ
も
･
余
が
(
S
.a
.)
始
め
て
採
集
せ
る
は
､
乗
鞍
火
山
群
中
の
十
ポ
岳

(綬

朗

報

違

)
を
構
成
す
る
岩
石
に
し
て
其
色
は
淡
紅
髭

.E
ぴ
'
雲
母
は
ア
ソ
マ
イ
-
式
に
し
て
.
角
閃
石
も
亦
玄
武
岩

式
な
pil
｡

乗
鞍
火
山
の
北
方
に
峰
立
し
.
近
時
屡
々
展
敬
的
活
動
を
演
や
る
硫
黄
歯
は
其

山
部
又
此
の
淡
紅
色
雲
母
角
閃
石

安
山
岩
よ
-
成
る
は
故
加
藤
戯
之
助
珊
学
士
の
震
災
.漁
防
調
査
骨
報
告

第

七

十
五

取
に
明
紀
せ
る
所
な

-
O
筆
者

ハ
B
..Y
.)

も
硫
黄
岳
山
頂
よ
-
梓
川
淡
谷
に
弥
下
せ
る
淡
紅
色
安
叶
岩
を
瀞
せ
る
に
､
黒
雲
館
は
ア
ノ
マ
イ
や
式
に
し

て
朝
閃
石
は
玄
武
岩
式
な
カ
き
｡.
本
岩
の
化
隼
成
分
里

二
瓶
火
山
産
の
も
の
)1
比
較
せ
ん
が
薦
め
に
加
藤
(
繊
)珊
撃

士
の
報
骨
よ
-
樽
載
す
れ
ば
第
四

未
の
如

し
｡

.第 四表:

SiOヨ･･･-68.74

Al203･-･16.ll

Fc203･･‥･14.72

FeOA.....1.65

Mg0-- 2.53

Ca0 - - 4.12

Na20･-･･3.35

I(｡0 -...3.00

P亡OL-,:-=0.17

MnOI-I-0.25
I9m9二6訂

筆
者
の

一
人
が
地
質
調
査
朗
在
職
中
同
所
々
減
の
岩
石
標
本
中
に
石
見

間
音
野
里

周
防
図
四
熊
ケ
希
.
肥
後
閥
金
峰
山
等
に
産
す
る
淡
紅
色
酸

性
安
山
岩
を
兄
た
る
も
､
此
等
の
標
本
は
皆
大
震
災
の
薦
め
に
滑
失
し
て

今
此
れ
を
廟
す
る
に
由
な
し
ビ
酷
も
.
大
観
す
る
に
小
藤

先

年
の
所

謂

E
n

dperiphe
ric
v.Lcanic
zone
in
S.uth
Jap
an
に
鷹
す
る
火
山
中
に
此
の
種
の
岩
石
を
諸
所
に
産
す
｡
紛
其
他

の
地
方
に
も
比
の
雅
の
岩
石
蟹
掩
す
る
南
砂
か
ら
計
る
べ
L
U
董
糖
の
七
盈
火
山
紅
亦
其
産
地
な
b
r

脱
皮
の
垣
北
に
因
る
出
蛍
付
の
用
新
婦
及
光
軸
角
の′担
北

書
屯

7七



'第 五 求

(1) (盟)

SiO2- ･-61.94●58.63 地

Å120;1--163017.61

-=-5.42 5.91

2.24 262 球

5ユ0 5.87

4.61 4.70

2.46 3.00

0ユ8 0.26

0.11 0.03

第
九
塔

餌
五
鵬

喜
八

叫

八

嵩 '･･J
MgO●--･

C呈10 I..･..

Na三〇日････

K2〇･--

P205 - ･･･

M110 --

灼 滅 --1.26 1.14
99.62 99.67

(1) 常lBf山6-:封 a･角閃

石安LllJ;J1-=.r･

(2) 平野石 (凹熊ケ再

建)

此
等
岩
石
だ
此
れ

ビ
件
ふ
他
の
熔
岩
だ
め
成
因
的
関
係

に
'
上
述
の
如
き
寛
厳
よ
り
称
た
る
結
果
を
加

へ
て
比
較

考
究
せ
ば
､
玄
武
岩
式
角
閃
石
の
普
通
角
閃
石
に
封
す
る

閥
係
又
は
普

通
黒
雲
糠
の
ア

ノ
マ

イ
ト

式
雲

母
に

封

す
る

関
係
等
も
明

か
に
す
る
を
称
.rt
-
､
然
る
時
は

火
山
岩
の

成
因
を
研

究
す
る
上
に
重
要
な
る
資
料
を
提
供
す
る
者
三
百
ふ
な
得

ペ
し
｡

大
連
島
産
玄
武
岩
iiL多
数
に
存
在
す
る
孔
垂
中
に
鱗
片
状
の
k
.ノ
マ
イ
ト
式
雲
母
の
少
か
ら
ず
崖
す
る
は
周
知
の

革
な

D
｡
此
の
粗
の
雲
棚
は
少
盈
な
れ
ど
も
玄
武
洞
の
玄
武
岩
の
裂
隊
中
に
も
産
す
.
余
等
は
松
本
唯

山
教
授
の
好

意
に
よ
り
､
大
連
島
産
雲
呼
の
優
良
な
る
賓
臓
資
料
を
得
.
温
度
の
衰
光
単
性
質
に
及
ぼ
す
影
響
を
戯
す
る
を
得
た

ら
｡
其
結
果
は
他
の
雲
母
ビ
共
に
後
口
凝
衷
す
る
罫
ビ
し
て
'
苗
に
は
省
略
す
｡
熟
れ
ぎ

も
其
成
因
は
三
翫
火
山
熔

岩
中
の
者
だ
同

l
に
論
す

べ
き
や
は
疑
問
に
し
て
'
恐
ら
-
其
趣
を
典
に
し
､
或
は
ア
ノ
ア
T
ト
の
成
因
に
異
な
れ

る
草

の
る

一
例
だ
な
る
に
は
あ
ら

ざ
る
か
､
記
し
て
後
日
の
研
究
に
待
つ
｡


